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【はじめに】建物における消費電力のうち, かなりの割合を照明によるものが占めていることが知られてい















り, また不要であると考えられる。したがって, 提案するシステムにおいては, 個人の区別は行わず, 利用者
からみて十分自然な照明の制御結果が得られればよいものとする。
実験では, 一人の人間が始点から終点まで約 10 秒かけて歩き, 終点で 10 秒待機した後, 終点から始点まで
約 10 秒かけて歩き, 始点で 10 秒待機する。これを 1 セットとして連続で 12 セット分のデータ取得を行った。
この間 3 つのノードは常に 1 秒間隔でセンシングを行い, 結果をホスト PC に送信した。図 1 は, ノード 2 で
検知した場合, 過去の全てのノード 1 での検知時刻と照
合してノード 3 への到達時刻の予測を行った結果をノー
ド 4 のセンシング結果として示したグラフである。
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